青磁皿における低彩度の青色が料理に与える影響 by 川嶋 比野 et al.


























































































女子大学生：41 名、18 〜 23 歳（平均年齢 21 歳）、
中高年一般人：女性 26 名、男性 14 名、40 〜 70 歳（平
均年齢 55 歳）、料理人経験者：女性 8 名、男性 5 名、






女子大学生：31 名、19 〜 22 歳（平均年齢 21 歳）、
中高年一般人：女性 29 名、男性 39 名、40 〜 68 歳（平
均年齢 51 歳）、料理人経験者：女性 10 名、男性 10 名、

















































て、評価平均値の母平均の検定（t 分布、両側 P 値）
を行い、食欲に変化があったといえるかを確認した
＊ 2。さらにそれぞれの結果に差があるといえるか確
認するため、対応のない 2 群の差の検定（t 分布、























































































さらに、冷菜の和食 B、温菜の中華 B と和食 B
において中高年の評価が高く、両群との間で有意水







従って、男性：19 名（平均年齢 50 歳）、女性：34 名（平
均年齢 49 歳）となり、年齢層の影響は最小限に抑
えた。
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